第１６回　第４部会（産業労働）概要

日　時　　平成２１年２月９日（月）　午後６時３０分～午後８時４０分

場　所　　市役所　２階　第２委員会室

出席者　　川西悟（部会長）、三澤由比子、川田弘教、河村信義、白田明義、

平田和弘
説明員　　石山観光振興Ｇ総括主幹、志水農林水産Ｇ総括主幹
事務局　　宮崎企画Ｇ企画主幹、北村企画Ｇ担当員
配布資料　①登別市防災協力員設置要綱（川西部会長）

　　　　　②ケータイ旅人サービスの仕組み（川田委員）

　　　　　③登別市観光ボランティアガイド会々則（観光振興Ｇ）
議　題：①運営委員会報告

②携帯電話での情報発信について
③ボランティガイドについて

④防災協力員について

　　　　⑤その他について
会議内容

①運営委員会報告

❑３月１日開催の市民フォーラムにおいて、第４部会は受付を担当することになったので協力願いたい。

❑　事業仕分けは市民自治推進委員会も参加することになったが、第４部会は取り組むものが具体的にあり取り組まないこととしていたのでエントリーしていない。
❑　今月２６日の運営委員会において、市民自治推進委員の任期が３月末までとなっているので、今後どうするか話し合うことになっている。
②携帯電話での情報発信について

❑　前回の部会において、携帯を使ってやっていることが理解しにくいというこ　とだったので、具体的に資料をもとに説明願います。

❑　ケータイ旅人サービスの仕組みの資料を用意した。実際にＮＴＴが２月１日から実証実験をしているもの。レンタカーの会社と提携して、レンタカーと一緒に携帯電話に付けるタグを貸し、そのタグを付けた携帯電話に感知するチップを利用して各観光施設などを通過するとき、自動的に地域密着の口コミ情報などを流すという仕組み。電子マネー機能も付いており、例えば観光協会でその携帯電話をかざすと有効なポイントが付くというシステムも備えている。現実化に向けて実証実験している。

❑　北海道では函館が実証実験をしている。その効果がどうなのかというのを今後

　検証しなければならないと思う。（観光経済部）
❑　一番最初にやることに意味がある。その後だと二番煎じになってしまう。
　

❑　携帯とカーナビを連動したサービスも検討されているので、それをもっと研究した方が良いと思う。
❑　ＱＲコードを観光協会のホームページにアクセスすると、例えば泉源公園の様子が動画で見れるような機能も携帯に持たすことができたら良いという話をしていた。平成２１年度の国の予算付けには間に合わない。部会としてどうするのかという話にしかならないと思う。
❑　国の負担だけではなくて地元の負担も必要となってくる。実証実験の効果を確認した上で検証しなければならない。（観光経済部）

❑　効果があると分かれば皆やる。質の高いアイデアを出せるかどうかだ。温泉PRの一手法として提案したものだ。お金が掛かるとか掛からないという話をしていれば、前に進まない。ＮＴＴ東日本は全面的に協力してくれると言っていた。

③ボランティアガイドについて
❑　前回ボランティアガイドの話が出たので資料を用意した。ボランティアガイドは、養成講座を終了後、入会を希望した方になってもらっている。主に地獄谷の展望台で活動している。無料ガイドなので観光客に喜ばれている。発足後、今年で２０年目に入る。（観光経済部）

④防災協力員について

❑　防災協力員設置要綱に基づき、防災協力員がいて、それに対応するようにして市の防災担当職員がいる。実際の活動内容が要綱に定められていて機能していることになっており、普段は横の連絡が取れるようになっている。支所の役割は何なのかという話をしていたが、市役所の出先機関として支所があり、そこに人が集まるということになる。支所には様々な情報が整備されていることと普段から住民と市職員の交流があるということが望ましいと感じた。普段からの交流がいざというときに役立つと思う。
　
⑤その他について
❑　３月で委員の任期が切れるが第４部会で取り組んでいる案件の取り扱いをどうするかということを運営委員会で出したい。鷲別地区については提言をそのまま残していきたい。行政と市民が協力するという体制が大切。気がついたところから取り組んでいくということがないとこの部会では難しい。行政からの回答が前向きではなく、取り組むという姿勢が無いように思う。
　

❑　３年をひとつの括りとしてスピーディーに行動すべき。提言に対する回答が遅い。
❑　どうして自治推進委員会を立ち上げたのかという精神は明確にあるはず。部会長が温度差を感じるというのは運営委員会に出ているから分かることだと思う。我々には巷でしか聞こえてこないけど。第４部会は実践するものを皆で考え、一つでも具現化できるよう努力していこうとした。経済的にプラスになることを具現化して、その結果を出せれば良いとしていた。運営委員会はそれを理解しているのか。
❑　今行政と市民との間でキャッチボールが上手く出来ていない。運営委員会に問題提起する状況にない。この部会で突破口を開こうとしたが現実は難しい。
❑　この部会は他の部会とは色が違うので、受け入れられない気がする。
❑　行政と市民が一緒になって物事に対応すべき。窓口がどこかというだけで、やっていることは一緒。
❑　災害時は市職員が町内会長と連絡を取って対応するとなっている。例えば町内会の会議のとき、こういう人が担当員であるということを知らせてはどうか。地域単位でのコミュニケーションが大切。
❑　今度、登別地区連合町内会と消防団員で合同訓練をする。市の担当職員にも来てもらう。とりあえず登別でやってみて情報を流す。鷲別地区の活性化について、防災機能については、まとまるのではということで出した。防災は住民と行政が一緒になって、これを核にして膨らませる方法を考えながら協力してやっていけば良い。
❑　年寄りも身障者もいるのだからやらなければならないとは思っている。これは

　良いことだ。まちの活性化も大事だが、こういうことも大事。

❑　こういう防災の組織が機能していれば、他のところも情報を共有するなどして機能していれば良いなと思う。

❑　防災の方はこのようになっているのであれば行政に投げかけるとして、携帯の

　方はどうしますか。
❑　国でも実証実験をやっている最中なので、補助制度などについて精力的に調べていく。（観光経済部）
❑　それでは遅い。ＮＴＴと地元が発案して国に言ったものなので登別ではある程度具体的なものを詰めていかないと難しい。ＮＴＴ東日本は自分のノウハウを全部出しても良いと言っている。

❑　考えるところはまだまだあるが方向性としては良いと思う。手を上げれば国もみてくれるのではないかと思う。広域的にやれば膨らんでいくと思う。

❑　具体的な企画案を出さないと掘り下げた話ができないのではないか。（事務局）

❑　実は具体的な案はあったが、提言にそれを載せると範囲が狭められるということで載せなかった。具体的でないと話が進まないとなると、どこと組んでやるかということになる。ICチップを作っている会社は登別にもある。
❑　そういう情報に長けている人がいなければダメ。東京げんきかいの中にそれに

　長けている人がいる。登別に役に立つことをどんどんやっていこうと話をしていた。今度行くときに、そういうテーマを３つ４つ持っていきたい。

❑　３月で委員の任期が切れる。新たなスタートに合わせテーマとして持っていく
　ものをどうするか。鷲別地区の活性化は部会として良いと思う。携帯はやるとい
　っても実際にどうやるか。温泉と近づけるものとして足湯セットを市が貸してく
　れるという話があった。これを利用すれば温泉が近くなるのでは。この３つを継
　続するということで良いか。
❑　テーマが自分たちだけでできるものであれば時間をかけてやっても良いと思うが、この携帯のように実証実験をやっているようなものに取り組むというのは、そのスピードについていかなければならない。
❑　まちづくり基本条例は公正公平が原則。これに基づき、市民と行政が協働でまちづくりをしようと市民自治推進委員会ができた。昨日も場外馬券場の問題で話し合いがあったが行政は説明会を開くのが遅い。　

❑　もう少し行政と市民の距離間が短くならないと上手くいかない。

❑　市長は行政と市民の距離間をゼロにすると言っている。行政には市民の気持ちをもう少し受け入れてやってもらいたい。
❑　次の部会は運営委員会で方向が出たら案内を出す。３つのテーマは継続することとする。今後の取り決めは運営委員会で決まる。部会で検討してほしいということで、部会単位で検討するようになるということもありうる。運営委員会が各部会に対して、どこまでやってどのようなものを積み残しているのか出してほしいと照会し、それをまとめて総会の議案とすればそれで終わりだと思う。運営委員会は総会に出す議案を決めるだけである。６部会を圧縮しコンパクトにという話もある。この部会では課題として３つ残っているので、継続してやってもらいたいという思いはある。ここではそのようなまとめとしたい。
　　　　

⑥次回の部会開催について
❑　次回の部会の開催日時については、２月２６日の運営委員会後、案内を出すこととする。
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